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日韓農食品文化学生交流

静岡の農産物、お茶の魅力

静岡県立大学
茶学総合研究センター 中村順行

静岡の位置付け
日本のほぼ中央に位置し、
日本一高い富士山と日本
一深い駿河湾から多種多
様な農水産物がみられる

日本一高い
富士山

日本一深い
駿河湾

静岡のイメージは

１
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消費量 全国順位（金額） 全国順位（数量）

静岡市 浜松市 静岡市 浜松市

米 １ ３ ２ １

緑茶 １ ２ １ ２

マグロ １ ５ １ ４

鰹節等 ３ ２ ３ ２

しらす干し １ ３ １ ４

生産量・消費量日本一の農林水産物が多数

Shizuoka Prefecture

・茶研究者の集積(世界一）

・茶関連団体・企業の集積（日本一）

・飲料ボトラーの集積（日本一）

（三井農林、伊藤園、

アサヒ飲料、大塚製薬、・・・）

工技研

県茶研

（独）
野菜茶研

県水産研

静大

県立大
東海大

フォトンバレー

フーズサイエンスヒルズ
ファルマバレー

治験ネットワークの活用

光技術の応用

創薬探索（食薬融合）

静岡県は茶（健康）研究開発拠点が集積

平成22年健康寿命 平成25年健康寿命

男性 女性 男女計 男性 女性 男女計

静岡県
71.68歳
全国2位

75.32歳
全国1位

73.53歳
全国1位

72.13歳
全国3位

75.61歳
全国2位

73.90歳
全国2位

全国 70.42歳 73.62歳 72.13歳 71.19歳 74.21歳 72.74歳

☆地場の食材が豊富で
食生活が豊か

☆全国一のお茶の産地
であり、日ごろからお
茶をたくさん飲んで
いる

☆元気に働いている高
齢者が多い

☆温暖な気候からくる穏
やかな県民性

静岡県人は健康寿命が長い



2017/1/24

2

静岡県内の食の地域間差

製造品出荷額等全国順位

製造品出荷額全国第4位！
「産業のデパート」

静岡県はビジネスチャンス
の宝庫です

産業の特徴

静岡の野菜 静岡のお茶

お茶の牧野園H.P.より

石垣栽培とは玉
石を一定の角度
に積み上げた栽
培法。

この作り方は、明
治35年頃から試

作され大正の初
めころに完成した
と言われる。

石垣いちご

初期の石垣栽培（自然石を積み上
げた間で栽培）

近年の石垣栽培（石垣イチゴ専用ブ
ロックで栽培）

マスクメロンの原産国はイギリスで、明治
時代には日本へ渡来。

日本で最初にマスクメロンが栽培が行わ
れたのは、明治20年。東京の新宿御苑が
始まりだといわれています。

温暖で自然に恵まれた静岡県では、大正
７年に温室メロン栽培が始まり、現在では、
メロン収穫量、作付け面積共に40％の
シェアをもっている生産地となっている。

温室メロン

初期のハウスメロン栽培

近年のハウスメロン栽培
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トマトが日本に伝わったのは17世紀の半ば。
当初は、「唐なすび」と呼ばれていた。

最初はヨーロッパと同様に観賞用として珍重され
ていた。食用になったのは明治以降。キャベツや
たまねぎ、アスパラガス、にんじんなどの西洋野菜
とともに改めてヨーロッパやアメリカから導入された。
日本で食用として利用されるようになったのは明
治以降で、さらに日本人の味覚にあった品種の育
成が盛んになったのは昭和に入ってからのこと。
最近では、ミニトマトの人気が高い。

トマト わさび 奈良時代（718年）には

すでに「山葵」（わさび）
の名前が見られるが、
江戸時代に現在の静岡
市有東木（うとうぎ）地区
に住む村人が野生のわ
さびを栽培したのが、栽
培普及の端緒と伝えら
れる。

わさび田

温州ミカン

温州ミカンの最初の原木は
400 - 500年前に発生したと

推察される。中国から伝
わった柑橘の中から枝変わ
りして生まれたとされるが、
親は明らかではない

16

お茶の魅力

17

アッサム種と中国種

アッサム種 中国種

チャが他の植物と異なる点
☆カフェイン
☆ガレート型のカテキン
☆テアニン
☆その他(フッ素、アルミ等)

何故、お茶が世界中で愛飲されているのか？

①向精神作用(心に効く、ナルコチックス)
エナジードリンク、Cool Exciting、目覚まし草

②機能性作用(当初から薬用植物として認知されている)
神農本草経(最古の薬書：上薬)、喫茶養生記、紅茶論争、等々

③文化的飲み物
東洋の神秘、茶の本(岡倉天心)、茶の湯、紅茶文化

④豊かな香味、美味しい飲み物

⑤多彩なバリエーションを創り上げることが可能

⑥その他
植民地戦略、アルコールとの関係
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Aminority race in China

Darjeeling

Sri LankaKenya Indonesia

世界の茶産地

20 20

日本への茶の伝来

North china root

Central china root

South china root

北中国・韓国ルート

奈良時代( A.D.700頃)

中中国ルート
固形茶、粉末茶の伝来 ⇒抹茶

（A.D.1100頃)

南中国ルート
淹茶の伝来 ⇒ 煎茶

( A.D.1600頃)

喫茶養生記

①茶は身体衰弱、意志消沈のときは、
気力を強くする。
②茶は人を愉快な気持ちにさせ、酒の酔
いを醒まし、睡気を起こさない。

③茶は小便の通じが良く、喉の渇きをと
りさり、消化不良をなくす。

④茶は身を軽くし、脚気によい。
⑤茶は精神を整え、内臓を和らげ、身体
の疲労をやすらかに除く。

茶
者
養
生
之
仙
薬
也

延
齢
之
妙
術
也
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25%

75%

水溶性成分

☆カテキン類(10～18%)；抗
酸化、抗菌、抗がん、生
活習慣病予防、消臭、抗
アレルギーなど

☆カフェイン(3～4%)；眠気防
止、強心、二日酔い防止

☆フラボノール(0.6～0.7%)；
抗酸化、抗がん、免疫活
性

☆ビタミンC(200mg%)；抗酸
化、免疫活性

☆ビタミンB(1.4mg%)；抗酸
化、口内炎予防

☆サポニン(0.1%）；抗喘息、
抗菌、血圧効果

☆テアニン(0.6～2%)；リラッ
クス、血圧効果

などなど

不溶性成分

☆食物繊維(20～30%)；
便秘予防、大腸がん
予防、心疾患予防

☆たんぱく質(24%)；栄養
☆βカロテン(20mg%)；
抗酸化、抗がん、抗糖
尿、抗心疾患、免疫活性

☆ビタミンE(25～70mg%)；
抗酸化、抗がん、免疫
活性

☆クロロフィル(0.80%)；
がん予防、抗突然変
異、抗腫瘍、免疫活性

茶はカテキンを始め多くの特異的な成分を含有し、それぞれ機能性を
もつため、その機能性を活かした商品も数多く開発されている

３５％

６５％

機能性を主体とした茶成分とその特性

23

同じ茶葉から様々なお茶が簡単に作れる

生 葉 緑 茶 紅 茶

カテキン類 カテキン類 ⇒ テアフラビン、テアルビジン
クロロフィル クロロフィル ⇒ フェオフイチン
ビタミンＣ ビタミンＣ ⇒ 消失(酸化物、分解物)
香り 青葉様香気 ⇒ 花様香気 24
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県 名 面積
(ha)

生産量
(1000t)

静岡県 19,900 39,900

鹿児島県 8,530 24,100

三重県 3,270 7,620

熊本県 1,640 1,740

京都府 1,560 2,970

福岡県 1,580 2,330

宮崎県 1,620 3,830

埼玉県 1,130 926

佐賀県 1,030 1,930

その他 7,940 6,754

合 計 48,200 92,100

日本における茶の生産
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静岡と鹿児島の生産量の推移
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日本茶の種類別生産量比率

煎茶
63.4%

番茶
24.8 %

かぶせ茶
4.8 %

玉緑茶
2.7 %

てん茶
1.2 %

玉露
0.2 %

その他
2.2 %

日本における種類別茶種の比率 (2013)
26
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日本茶の種類

煎茶

てん茶

玉露

玉緑茶

27
27

日本茶の種類

玄米茶

ほうじ茶番茶

釜炒り茶 28

カテキン類による多様な機能性

� 抗酸化

� 抗突然変異

� 抗がん

� 酸化防止

� 抗動脈硬化

� 血中コレステロール抑制

� 脂肪吸収抑制

� 抗菌、抗ウイルス

� 虫歯予防

� 腸内フローラ改善

� 消臭

� 血圧上昇抑制 などなど

29

カテキン類による抗がん作用

カテキンなどによるDNA修復作用

がんと緑茶に関する疫学的調査研究のまとめ

前向きコホート研究：
まだ病気になっていな
い人達を対象に調査し、
数年後の追跡で発病
を調査する方法

症例対照研究：
特定の病気が発症した
人を対象に、健常人と
の比較調査する方法
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カテキン類による抗体脂肪抑制作用 カテキンによる抗糖尿作用

カテキン：アミラー
ゼやグルコシラー
ゼ活性の阻害

１型糖尿病：脾臓のβ細胞の破壊によるインスリン欠
乏により、高血糖、糖尿病へと至る。

２型糖尿病：インスリンは存在するが、その分泌量が
減少し、筋肉、脂肪組織へのブドウ糖の取り込み能
が低下(インスリン抵抗性が増大)し、結果として血中
のグルコースが肝臓や脂肪組織でグリコーゲンとし
て貯蔵されず、血中のグルコースが正常範囲を逸脱
して高い血糖値となり、糖尿病となる

糖尿病発症リスクの軽減

境界型糖尿病患者への緑茶カテキン投与試験(空腹時
血糖値、投与量500㎎/日）

茶カテキンの血漿インスリン値に及ぼす恵お経(ヒト試験)

抗アレルギー効果

カテキンによる美肌効果

36

� 血圧降下

� 脳神経機能調整

� 血管性痴呆症予防作用

� 抗腫瘍剤効果増強

� 肝がん細胞浸潤抑制作用
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Control
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-△Mean Blood Pressure (mmHg)
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(SHR)
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Control
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-△Mean Blood Pressure (mmHg)

Effect of theanine on mean blood pressure in normal and spontaneous
hypertensive rats (SHR)

(H. Yokogoshi, et al. Biosci. Biotechnol. Biochem. 59, 615-618 (1995))

（Japanese Green Tea，2001）
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図 脳線条体へのテアニン投与によるドーパミン放出量の増加
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図 M5076胆がんマウスの肝転移に対するDOXの作用
とテアニンの併用効果（スコア 0：正常～５：75％以上）

テアニンの機能性
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図３ テアニンによる抗ストレス効果

ヒト試験による低カフェイン茶の
抗ストレス効果

テアニンにはストレス解消、消寿命の延伸効果も

図５ カテキン、カフェイン、テアニ
ンの抗ストレス効果の相互作用

これからはテアニン

図 低カフェイン茶の水出しによる成分浸出

39

健康と茶との関係


